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１．はじめに 

近年， IHクッキングヒータ（以下 IH）の需要が増
加する一方で IHを使用中に気分が悪くなるなどの
健康被害が報告[1]されている。この原因として電磁

波が問題視[1]されているが，IH の電磁波は，他の
家電よりも少なく[2]電磁波が原因の主因子か定か

ではない。音響分野では，電磁波と同様の症例と

して“超音波暴露問題[3]”がある。そこで本研究室

では，先の研究において IH から超音波領域の音
が発生していることを確認し，人が不快に感じる要

因と考えられることを指摘している[4]。 
本研究では，IH から発生する高周波騒音の周
波数成分を明らかにした。そして，高周波騒音の

角度特性を解明した。 
 
２．音の発生原理 

IH は，加熱コイルに約 20kHz の高周波電流を
流して磁束を発生させ，鍋に渦電流を誘導するこ

とで鍋自体を加熱している。このとき，加熱コイル電

流に対して鍋に流れる渦電流は逆向きとなるため

鍋に反発力が生じる。すなわち，この反発力が振

動となり高周波騒音が発生していると考えられる。 
 
３．実験方法 

3.1 コイル電流と高周波騒音波形の観測 

IH から発生する音は，コイル電流に起因してい
ると考えられるので，コイル電流波形と高周波騒音

波形の関係を明らかにする必要がある。そこで，高

周波騒音とコイル電流をダイナミックマイクロフォン

及び電流プローブをデジタル・フォスファ・オシロス

コープに接続して波形観測を行う。 
3.2 高周波騒音の角度依存性の解明 

IH から発生する高周波騒音の角度依存性を知
るために測定を行う。IH のトッププレートから 30cm
の距離にコンデンサマイクロフォンを加熱コイル中

心に向け設置する。そして，0°（水平）から 90°
（垂直）間の周波数スペクトルを測定する。 

 
４．実験結果 
図 1に高周波騒音波形と加熱コイル電流波形を
示す。図 1 より，サージやリップルを除けば両者の
波形は類似した形状であることがわかる。この結果

より，IH 使用時に発生する高周波騒音は，加熱コ
イルの電流波形に依存することが確認できた。 
図 2に角度変化による周波数スペクトルを示す。

すべての角度において，高次高調波は基本波

（18kHz）の倍数成分であることが確認できる。基本
波を比較すると，90°から 0°に近づくにつれて等
価騒音レベルが下がっており，両者のピーク差が

約 14dB あることがわかる。すなわち，高周波騒音
は鍋から発生している可能性が高いといえる。 
 

 
図 1 加熱コイル電流波形と高周波騒音波形 

(上：50.0A/div，下：50.0mV，20.0μsec) 
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図2 角度変化による等価騒音レベルの変化 

 
５．まとめ 
本研究では，IH使用時に発生する高周波騒音

の波形とコイル電流波形の関係を確認し，高周波

騒音はコイル電流周波数に起因することを明らか

にした。そして，高周波騒音は鍋全体から発生して

いることを解明した。 
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